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論文の内容の要旨 

 

 

エコミュージアム運動としての「場所の記憶」の構造化に関する研究 

- 一連の学習活動を通した「場所の記憶」の複合とローカル・キュレーターの展開プロセス ― 

 

  

鄭 一止 

 

単体としての文化史的・学術的価値はなくても、複数の組み合わせによって新しい価値をもたらすと

いう地域遺産に対する考え方が、注目されはじめている。街並みや、工場や倉庫などの近代産業遺産群

をはじめ、狭い路地、地域習慣、ちょっとした場所の記憶や、物語などの些細で目に見えない地域遺産

までを、地域ならではの地域遺産として捉え直し活用しようとする動きが現れはじめている。しかし、

地域の物語を示す構成要素を拾い上げ、磨いていくことは、地域の全体像としての一体性を示してきた

都市計画や地域づくりとは異なるベクトルを持つ。そのため、地域全体を視野に入れながら、拾い上げ

られた要素をまとめていく具体的な方法論は未だに議論されていない。 

 そこで、本研究では地域全域を対象とし、地域遺産にまつわる「場所の記憶」を掘り出していくエコ

ミュージアムに着目した。しかし、今までの日本におけるエコミュージアムの取り組みでは、地域にお

ける一つの主な特徴のみに絞ったり、行政区域ごと、学芸員の分野ごとに進めていくことで、新たな展

開はほとんど見られていなかった。また、ピックアップされた地域遺産は、単に観光ルートなどによっ

てつなげる程度で留まっていた。このような状況の中で、2005 年代よりエコミュージアムを取り入れた

地域の中で地域学習・学習観光の両面を目的とし、創造的な視点による組み合わせを行う方法論が少し

ずつ見えつつある。 

 そこで、本研究では、地域を深く理解しようとする学習活動に伴い起きる、創造的な組み合わせによ

る「場所の記憶」の構造化における実相について明らかにする。具体的に論文の展開プロセスに沿って

示すと次の通りになる。まず、(1)学習活動を基点とするエコミュージアム、すなわち、「場所の記憶」

の構造化の初期の仕掛けにおけるありようをまとめる。そして、(2)創造的な組み合わせによる「場所の

記憶」の構造化における展開プロセスを明らかにしつつ、そこに働いたメカニズムを探る。最後に、(3)

「場所の記憶」の構造化に地域全体に広がっていく動態的なエコミュージアム運動としてのあり方を探

る。 

 

第 1章では、欧米における 1970年代からの「場所の記憶」及び「エコミュージアム」における展開を

把握した。まず、大きく建築学や地理学などの美学と、博物館学などの社会学に分けて、それぞれの展

開を見た。そして、90 年代からの両方の視点を取り合わせた展開についてまとめた。最後に、その一環

としてエコミュージアムを位置づけ、その展開及び最近の動向についてまとめた。 

 

第 2 章では、日本における戦後からの「場所の記憶」及び「エコミュージアム」における展開を把握

した。まず、大きく博物館における展開と、まちづくりにおける展開に分けて、それぞれの展開を見た。
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また、「場所の記憶」を手掛かりとするまちづくりの展開についてもまとめた。そして、その一環として

エコミュージアムを位置づけ、その展開や、概況についてまとめた。最後に、欧州とのエコミュージア

ムを比較しながら、まちづくりの中でのエコミュージアムの位置づけについて考察した。 

 

第 3 章では、エコミュージアム概念を通じた学習活動についてまとめた。エコミュージアムを取り組

んでいく際に最も基本となる学習活動に着目し、それを「調べる」、「伝える」、「共有する」に分け、そ

れぞれの特徴、主体、学習プロセス、その際の地域住民における専門性や、専門家との関わり方などに

ついてまとめた。さらに、「場所の記憶」を類型化し、エコミュージアム取り組みの中からその例を取り

上げることで、「場所の記憶」における展開について明らかにした。 

 

第 2 部の序章では、200ヶ所のエコミュージアム事例から、運営方式、「場所の記憶」の構造化の方式

によって、類型化した。その中で、先進事例で、各々の類型にも当てはまる「萩まちじゅう博物館」（山

口県萩市）、「朝日町エコミュージアム」（山形県朝日町）、「館山地域まるごと博物館」（千葉県館山市）

の 3つの事例を抽出した。 

 

 第 4 章では、山口県萩市における組織化を通した「萩まちじゅう博物館」を対象事例とし研究を行っ

た。人口 5 万人に対し学芸員 6 人という、市からの全面的な支援に支えられている博物館の委託事業を

主とし、活発に進められている NPO「萩まちじゅう博物館」に着目した。もちろん、博物館の運営管理だ

けではなく、歴史班、古写真班、あい班など、様々な部門に分け、地域について学ぶ学習活動にも力を

入れている。具体的には、班ごとの取り組みが中心であり、場合によって班同士や地域との交流が行わ

れている状況である。 

一方、まず「場所の記憶」の構造化における初期の仕掛けは、古写真班、民具班、あい班などの分野

ごとにつなぎ合わせていく分野型を取っている。特に、一般地域住民がすぐにもアクティベーターとし

て担うようになるため、地域住民の主体的な学習活動における意義は大きい。しかし、彼らへの負担は

大きく、また会員の高齢化などにより活動の持続性という問題が見られている。 

そして、初期段階としての「場所の記憶」の複合が見られた。具体的には、ダム水没によってばらば

らになった 4 つの地域をつないだ地域交流会というつなぎ合わせが挙げられるが、他の例は見当たらな

い。分野ごとの取り組みでそれぞれの班ごとの線引きが強いが、萩博物館という同じ拠点で活動してい

るため、お互いの分野における複合の可能性は高いと考えられる。 

 

第 5 章では、山形県朝日町における住民一人ひとりが学芸員である「朝日町エコミュージアム」を対

象事例とし研究を行った。20年程前に日本ではじめて取り入れ、その様々な蓄積されている活動の中で、

特に学習活動に着目した。具体的には、空間的場所にまつわる学習活動の展開を、点、テリトリー、テ

リトリーのない場合の 3つに分けて、明らかにした。 

「場所の記憶」の構造化における初期の仕掛けとしては、ほぼ毎年地区を変えながら、地区ごとに「場

所の記憶」をつなぎ合わせていく地区型を取っている。また、行政による人的・金銭的な支援が厚く、

拠点施設、まとまった内容の定期的な冊子化、シンポジウムなど、様々な取り組みがバックアップされ

ている。そして、主に地区の地縁型組織の共催で取り組みが進められていく中で、さらにテーマ型組織
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とのコラボレーションも多く行われている。 

一方、「場所の記憶」の複合としては、地区の間を超えたものとして起きている。大きく空間的つなが

りと時間的つながりの 2 つに分けられ、それぞれが空間的場所の間とつながったものである。その要因

として、持続的な学習活動やローカル専門家との連携、そして好奇心を持つ人たちの存在が挙げられる。

ローカル・キュレーターとしては、第 1世代のみが見られているが、「案内人の会」の会長などは幅広い

視野を持って活動しており、ローカル・キュレーターとしての可能性を見せている。 

 

 第 6 章では、千葉県館山市における戦争遺跡を活かした「館山・地域まるごと博物館」を対象事例と

し研究を行った。地域にある戦争遺跡を中心とした「地域まるごと博物館」事例に着目する。もちろん、

それだけではなく、戦国時代の歴史、海を越えた漁師たちの交流、地域を訪ねた画家や文学者など、様々

な視点に着目し、地域についての学習活動を行っている。具体的には、戦跡にまつわる空間、産業にお

ける構造化を図っている。 

そして、「場所の記憶」の複合における初期の仕掛けでは、出来事ごとに進められる出来事型が見られ

る。まず、戦国時代や戦争時代からはじまった取り組みは、ローカル専門家や組織との連携・交流の中

で、日中韓交流、日米交流、近代の水産業・水産教育、地域を舞台とした画家などへと広がっている。

これは、ある意味「場所の記憶」の複合のありようにも関わっていると言える。また、朝日町政のよう

に会員たちの様々な取り組みに全面的なサポートを行っているところとは異なり、行政からの支援がほ

とんどない中で、NPOだけの取り組みでは極めて大きな負担になっている。 

一方、「場所の記憶」の複合としては、出来事の間をつなぐ例が見られ、大きく捉えると空間的つなが

り、時間的つながり、創発的つながりの 3 つに分けられる。このような複合が起きた要因としては、持

続的な学習活動やローカル専門家との連携、そして開放性などが挙げられる。なお、2人の第 2世代ロー

カル・キュレーターは、本人の性格や取り上げている研究テーマによるものであるが、同時にエコミュ

ージアム主催側からの人的ネットワークやノウハウなどのサポートも欠かせないと考えられる。 

 

結論では、エコミュージアム運動としての「場所の記憶」の構造化における実態と、そのメカニズム

について論じた。まず、学習活動を基点とした「分野別」、「地区別」、「出来事別」のグルーピングが、「場

所の記憶」の構造化の初期段階として行われている。そして、それぞれのグループを超えたつながり、「場

所の記憶」の複合が起きている。このような段階の中で、仕掛け人はもちろん、参加者たちも徐々に積

極的さや「場所の記憶」の集合的記憶としてのまとめ方などがうまくなっていき、最終的には「場所の

記憶」の複合を企画するローカル・キュレーターにまで至る。このような「場所の記憶」の複合とロー

カル・キュレーターへの展開プロセスがうまく相互作業することによって、「場所の記憶」の構造化が進

めていく。このような「場所の記憶」の構造化は、住民主体型まちづくりとして、創造的な表現・つな

ぎあわせによる豊かな地域づくりとして、新たなテリトリーとしての地域ブランドづくりとして、さら

に点・線・面における都市計画としての意義をもつ。 


